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観
音
寺
市
は
、
隣
接
す
る
旧
観
音
寺
市
、
大
野
原
町
、
豊
浜
町
の
一

市
二
町
が
数
多
く
の
合
併
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
平
成
１７
年
１０
月
１１
日
、

人
口
６
万
５
、
２
２
６
人
、
面
積
１
１
７
・
４
７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
擁
す
る
市
と
し
て
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
ご
来

賓
の
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援
、
ま
た
本
日
の
式
典
に
お
い
て
表
彰
申

し
上
げ
ま
す
合
併
功
労
者
や
市
政
功
労
者
の
献
身
的
な
ご
尽
力
、
そ
し

て
何
よ
り
、
市
民
の
皆
様
の
絶
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で

あ
る
と
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
で
合
併
か
ら
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
葬
斎
場
の

建
設
や
の
り
あ
い
バ
ス
の
運
行
な
ど
市
民
生
活
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
た
、
計
画
的
・
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
観
音
寺
市
総
合
振
興
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
平
成
２１
年
に

は
中
心
市
宣
言
を
行
い
、
本
市
に
集
積
す
る
都
市
機
能
を
活
か
す
と
と

も
に
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
充
実
さ
せ
、
地
域
住
民
に
と
っ
て

住
み
や
す
く
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

の
形
成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
日
の
地
方
行
政
は
、
少
子
高
齢
化
社
会
や
地
球
規
模
で
の
環
境
問

題
、
国
・
地
方
を
挙
げ
て
の
行
財
政
改
革
の
必
要
性
な
ど
多
く
の
課
題

を
有
し
、
地
域
主
権
時
代
へ
の
大
き
な
転
機
と
も
言
う
べ
き
時
を
迎
え

て
お
り
、
今
後
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り

に
積
極
的
に
参
画
さ
れ
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
な
ら
ば
、
市
の
将
来
像
と
し
て
掲
げ
て
い
る
「
市
民
が
主
役
　

わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
　
か
ん
お
ん
じ
　
人
・
文
化
・
自
然
　
い
き
い
き

輝
く
元
気
都
市
」
は
、
必
ず
や
構
築
で
き
る
も
の
と
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
持
て
る
英
知
と
創
意
を
結
集
し
、

観
音
寺
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存

で
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭べ
ん
た
つ撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

観
音
寺
市
長
　

白

川

晴

司

　
観
音
寺
市
合
併
５
周
年
記
念
式
典

が
、
１１
月
２８
日
（
日
）
に
観
音
寺
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
来
賓
や
市
民
な
ど
約

７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
式
典

は
、
ビ
デ
オ
上
映
で
開
幕
。
出
席
者

全
員
で
君
が
代
を
斉
唱
後
、
白
川
市

長
の
式
辞
、
大
賀
市
議
会
議
長
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
合
併
功
労
者
２１
人
と
市

政
功
労
者
２
６
２
人
の
代
表
６
人
に

５
周
年
を

　
華
や
か
に
祝
う

式典が開催されました

合
併
５
周
年
を
迎
え
て
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くらしのガイドブック

　合併５周年を記念して、
くらしのガイドブックを
配布します。各家庭で活
用してください。

問い合わせ先
秘書課☎２３－３９１５

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
浜
田
県
知
事
や
篠
原
県

議
会
議
長
、
国
会
議
員
、
ま
た
姉
妹

都
市
の
滋
賀
県
草
津
市
長
や
北
海
道

真
狩
村
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

全
員
で
万
歳
三
唱
。
式
典
後
に
は
「
龗

王
太
鼓
」
と
女
流
太
鼓
「
響
音
」
の

合
同
演
奏
が
あ
り
、
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

１１月２８日 合併５周年記念
　
観
音
寺
市
合
併
５
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
る
に
当
た
り
、
観
音
寺

市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
お
よ
ろ
こ
び
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
本
日
、
合
併
５
周
年
を
、
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
こ
の

よ
う
に
厳
粛
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
す
べ
て
の
市
民
皆
様
と
と
も

に
、
心
か
ら
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
合
併
以
来
、
一
市
二
町
が
と
も
に
寄
り
添
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
で

培
っ
て
き
た
伝
統
や
文
化
・
歴
史
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
の
一
体
感

を
醸
成
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
観
音
寺
市
総
合
振
興
計
画
に
基
づ

く
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
よ
り
、
現
在
ま
で
西
讃
の
産
業
や
経
済
、

文
化
の
中
心
都
市
と
し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ひ
と

え
に
市
民
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
る
と
心
か

ら
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
地
方
分
権
の
進
展
、
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
な
ど
、
大
き
な
変
化
の

中
に
あ
り
ま
す
。
本
市
は
平
成
２１
年
に
、
国
が
進
め
る
定
住
自
立
圏
構

想
の
中
心
市
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
構
想
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
維
持
し
つ
つ
、
都
市
か
ら

地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
創
出
し
、
地
方
圏
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
西
讃
地
域
の
中
心
都
市
と

し
て
、
周
辺
市
と
の
連
携
強
化
に
努
め
、
地
域
の
一
体
的
、
持
続
的
な

発
展
を
市
民
皆
様
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
の
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
合
併
に
際
し
て
大
変
な
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
た
先
輩
各
位
、
市
民
の
皆
様
の
お
か
げ
と
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
指
導
ご
鞭べ
ん
た
つ撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
、
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

観
音
寺
市
議
会
議
長
　

大

賀

正

三
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ねむっている空き家を有効活用しませんか

「空き家バンク」制度がスタート 
家を「売りたい」「貸したい」人
　　　　　「空き家バンク」に登録を！

　本市の人口は、６２，６８０人（平成２２年国勢調査速報値）で、平成１７年国勢調

査時から５年で２，５４６人減少しています。また、核家族化や高齢者の一人暮ら

しなど世帯の形態が多様化し、空き家が目立つようになっています。

　そこで市では、市内の空き家の有効活用を通して、都市住民など市外の人材

を受け入れて定住人口を増加し、地域コミュニティの維持や地域の活性化を図

るため、１月１日から「空き家バンク」制度を創設します。

　空き家の売却や賃貸などを希望する所有者から空

き家の提供を求め、「空き家バンク」へ登録した情

報を市ホームページ上で公開します。本市への定住

を希望する人へ情報提供し、物件所有者と利用希望

者の橋渡しをするものです。

　市内に空き家を持っている人で、売却や賃貸

などを希望する場合は、

この「空き家バンク」に

ぜひ登録してください。

注意：市は、物件の賃貸や売買に関する交渉・契約等の仲介行為は行いません。交渉や

契約に係る仲介業務は、市と協定書を締結している㈳香川県宅地建物取引業協会

が行いますので、安心して手続きをしてください。ただし、仲介手数料が必要に

なります。

申し込み・問い合わせ先　企画課企画調整係　☎２３－３９１７

空き家バンク制度 空き家を売りたい・貸したい人へ

空
き
家
を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い

物
件
所
有
者

①空き家情報の募集（随時）

⑧交渉申し込みの連絡

⑨交渉の了承

（市）

③空き家バンク制度の紹介・ＰＲ

④利用登録申し込み

⑥空き家に関する情報の
　問い合わせ（随時）

⑦希望物件の交渉申し込み

観
音
寺
市
空
き
家
バ
ン
ク

（市外）

⑩交渉・契約に係る媒介依頼

②空き家の登録申し込み（随時）

⑤ホームページ・ダイレクトメール
　などで「空き家」を紹介

交流
定住施策

空
き
家
を
買
い
た
い
・
借
り
た
い

利
用
希
望
者

＜空き家バンクの流れ＞

㈳香川県宅地建物取引業協会
⑪売買・賃貸借の交渉・契約
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❶いりこ（大羽いりこが良い）を開き、

頭と内臓を取る。（中骨はとらなくて

もよい。内臓は、臭みや苦味の原因になるので、下

処理を丁寧に）

❷十分に熱した網で、中火でじっくりといりこを焼く。

尾びれや縁が少し焦げるくらいが香ばしくてよい。

じっくりと水分を飛ばしながら焼くのが、生臭さを

残さないコツ。

❸お酒の適温は、７５～７８℃。いりこのエキスを十分に

抽出できるよう、通常の熱燗
かん

の温度（５０～５５℃）よ

り高めにする。燗をしている銚子の底から小さな気

泡が出るのが目安。（電子レンジ６００Ｗなら約２分）

❹湯飲みにいりこを入れ、燗をしたお酒を注ぎ約１分、

だしが出るのを待ったら出来上がり。

地 域 ブ ラ ン ド を 目 指 し て

　伊吹島周辺で漁獲・加工される「いりこ」を地域の消費者や関係者に
食材としての価値を再発見してもらい、水産物の地産地消と県外での販
売促進につなげようと第１回観音寺・伊吹いりこ祭りを開催しました。
　好天に恵まれ、伊吹漁協煮干集出荷場には朝早くから大勢の市民らが
集まり、いりこ料理をおいしそうに試食したり、いりこ製品やいりこ酒
などを買い求めたりしていました。また、いりこ酒マイスター出前講習
会では、いりこの基礎知識やいりこ酒の作り方、レシピの紹介・試食な
どがあり、受講者は認定証を手にしていました。

カルシウムや鉄分、ビタミンＤが豊富な「いりこ」を、食卓に上手に取り入れましょう。

第１回観音寺・伊吹いりこ祭り
12月５日

いりこ酒マイスター出前講習会 いりこ模擬せり

いりこモンスターを探せ いりこの洋食焼 いりこ直売

い
り
こ
料
理
試
食

いりこの天ぷら　簡単で、おやつや
おつまみにピッタリ

いりこ‥‥‥５０ｇ
天ぷら粉‥‥大さじ３
水‥‥‥‥‥大さじ２
青のり‥‥‥小さじ１/２
揚げ油‥‥‥適量

❶天ぷら粉と分量の水を混ぜ合わせ、好みで青の
り（白ゴマなどでもよい）を加えて衣を作る。

❷乾燥したいりこを❶に加え、衣を全体にからめ
る。（衣にからめ３０分程度おいてから揚げると、
より一層カリカリになる）

❸油を１８０℃くらいに温め❷のいりこを揚げる。
❹３、４分かけて、衣がカラリと揚がってきたら

取り出し、油をよくきって出来上がり。

材　料

作り方

いりこ酒　大羽いりこなら
酒１合に１匹が目安

作り方
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○

平
成
２２
年
中
に
営
業
や
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ

っ
た
人

○

源
泉
徴
収
さ
れ
た
給
与
所
得
の
み
の
人
は
申
告
不
要
で
す

が
、
次
の
①
～
④
に
該
当
す
る
人
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

①
農
業
や
地
代
、
家
賃
、
生
命
保
険
の
一
時
金
、
個
人
年

金
、
損
害
保
険
返
戻
金
な
ど
の
給
与
以
外
の
所
得
が
あ

る
人
（
給
与
所
得
と
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
２０
万
円

以
下
の
場
合
、
所
得
税
の
申
告
は
不
要
で
す
が
、
市
・

県
民
税
は
金
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
が
必
要
）

②
日
給
な
ど
で
働
い
て
い
る
人
や
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与

の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人
で
、
年
末
調
整
が
済
ん
で

い
な
い
人

③
医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
、
寄
附
金
控
除
な
ど
を
受
け

よ
う
と
す
る
人

④
平
成
２２
年
中
に
収
入
が
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
次
に
該

当
す
る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

・
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
人

・
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
や
児
童
手
当
な
ど
の

受
給
資
格
の
認
定
を
受
け
る
人

・
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
の
交
付
が
必
要
な
人

前
年
中
（
平
成
２２
年
１
月
１
日

～
１２
月
３１
日
）
の
所
得

平
成
２３
年
２
月
１６
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
３
月
１５
日
（
火
）

注
意

　
年
金
所
得
だ
け
の
人
は
２
月

１４
日
（
月
）
、
１５
日
（
火
）
に
納
税

相
談
を
行
い
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ

の
日
程
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税

務
署
に
提
出
す
る
人
は
、
市

　　　　・
県
民
税
申
告
書
を
提
出
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○

土
地
や
株
式
な
ど
の
譲
渡
所

得
が
あ
る
人
や
、
初
め
て
所

得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別

　
控
除
の
適
用
を
受
け
る
人
、

こ
れ
ま
で
税
務
署
で
申
告
し

　
て
い
る
人
は
、
税
務
署
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

○

申
告
内
容
に
よ
っ
て
は
、
税

務
署
で
の
申
告
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
自
宅
や
職
場
か
ら
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
に
関
す
る
申

告
や
申
請
、
納
税
が
で
き
、
税

務
署
な
ど
に
何
度
も
出
か
け
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
最
寄
り
の
税
務
署
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税
等
の
申
告

税
務
課
市
民
税
係
　
☎
２３

−

３
９
２
２

観
音
寺
税
務
署
　
　
☎
２５

−

２
１
９
１

申
告
を
す
る
所
得

申
告
の
期
間

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を

　
利
用
し
て
く
だ
さ
い

申
告
が
必
要
な
人
（
下
図
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
参
照
）

い
い
え

い
い
え

は
い

は
い

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

市・県民税の申告が必要か、どうかを確かめてください

勤務先から市へ給与支払
報告書が提出されていま
すか？

平成23年1月1日現在、観
音寺市に居住していまし
たか？

スタート

平成22年中に何か収入が
ありましたか？

平成22年、あなたはサラ
リーマンか、パートタイ
マーでしたか？

所得税の納付や還付のた
め、税務署に確定申告を
しますか？

市・県民税の申告が
　　　　　　必要です。
収入が１カ所からの公的
年金のみで、控除が扶養
親族等申告書の内容のま
まの人は、申告する必要
はありません。

観音寺市に市・県民税の
　申告をする必要はありません。
平成23年１月１日に居住していた
市町村へ問い合わせてください。

市・県民税の
　　　　　申告が必要です。
ただし、平成23年１月１日に観音
寺市に居住する人の扶養になって
いる人は、申告する必要はありま
せん。

市・県民税の申告をする
　　　　　必要はありません。
税務署に確定申告書を提出すると、
その申告資料が市役所に送付され
るため、市・県民税の申告は必要
ありません。ただし、確定申告書
の「住民税・事業税に関する事項」
欄に該当する事項や金額があれば、
必ず記入してください。

平成22年分給与の年末調
整は済みましたか？

給与以外に年金・報酬な
どの所得がありましたか？

給与を２カ所以上から
　支給されていますか？

市・県民税の申告をする
　　　必要はありません。

税務署で確定申告が
　　　　　　必要です。
税務署で確定申告をすれば、
市・県民税の申告は必要あり
ません。

税務署で確定申告が
　　　　　　必要です。
給与以外の年間所得が20万円
を超えない人は、市・県民税
の申告が必要です。

市・県民税の申告が
　　　　　　必要です。

税務署で確定申告が必要
か、どうか相談してくだ
さい。
税務署に確定申告をすれば、
市・県民税の申告は必要あり
ません。
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○

印
鑑

○

収
入
や
必
要
経
費
を
証
明
で
き
る
帳
簿
や
書
類
、
領
収
書
、
収
支

内
訳
書
な
ど

○

給
与
所
得
が
あ
る
人
は
、
源
泉
徴
収
票
（
コ
ピ
ー
不
可
）

○

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

○

一
時
所
得
（
生
命
保
険
一
時
金
・
損
害
保
険
返
戻
金
な
ど
）
や
雑

所
得
（
個
人
年
金
な
ど
）
の
受
け
取
り
を
証
明
す
る
も
の

○

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

○

生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
、
旧
長
期
損
害
保
険
料
、
医
療
費
、

寄
附
金
な
ど
の
支
払
い
を
証
明
す
る
も
の
（
医
療
費
の
領
収
書
は

病
院
ご
と
、
日
付
順
に
整
理
し
、
支
払
っ
た
金
額
を
合
計
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
な
お
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
支
払
い
を
証

明
す
る
も
の
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。）

○

本
人
の
通
帳
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
（
所
得
税
の
還
付
や
納

付
、
市
・
県
民
税
の
還
付
が
あ
る
人
の
み
）

注
意

○

事
業
所
得
（
農
業
や
営
業
な
ど
）
や
不
動
産
所
得
が
あ
る
人
は
、

収
支
内
訳
書
を
完
成
さ
せ
て
申
告
会
場
へ
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

○

医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、
寄
附
金

控
除
、
退
職
所
得
な
ど
で
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人
は
、
２
月

１５
日
以
前
で
も
税
務
署
で
申
告
の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
１６
日
以
降
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

○

公
的
年
金
収
入
が
あ
る
人
で
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る

人
は
、
扶
養
や
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
の
所
得
控
除
を

申
告
す
る
こ
と
で
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
告
時
に
必
要
な
も
の

平成２３年（平成２２年分）納税相談日程表

受 付 日 受 付 会 場
申 告 受 付 地 区

午前９時～正午 午後１時～午後４時

２月１４日（月） 市民会館中ホ－ル 観音寺地区で年金以外に所得がない人

 １５日（火）

豊浜中央公民館
２階講堂

（旧文化会館）

大野原・豊浜地区で年金以外に所得がない人

 １６日（水） 本町、中之町 上田井、東町、港町、南

 １７日（木） 東浜、須賀　 北原、五軒屋、岡、直場、道溝、林

 １８日（金）
長谷、雲岡、野々池、大坪、院内、梶谷、
本村、大平木、道溝東、苗手

関谷、堀切、西原、箕浦

 ２１日（月）

大野原中央公民館
講義室

（大野原支所３階）

海老済、有木、田野々 内野々、井関

 ２２日（火） 高尾、大造、大福、大道、上中、下中 中村、早本、道上、笠松、寺家

 ２３日（水） 高松、上杉林、下杉林、辻
西の後、八兵、大鞘、大鞘西団地、宮之下、
下木屋

 ２４日（木）
残水、植松、岡之塔、下林、ひうち、
雇用促進

十三塚、林

 ２５日（金） 屋敷、瀬後、豆塚、雉子原 四軒屋、白坂、石砂

 ２８日（月） 池之内、福田原、丸井南 西丸井、丸井北、青岡

３月  １日（火） 赤岡、東村 中央、安井

　　   ２日（水） 花稲北、本村 中林、先林

　　   ３日（木）
市民会館中ホ－ル

流岡町 村黒町、出作町

　　   ４日（金） 新田町　 池之尻町

　　   ５日（土） 伊吹支所 伊吹町

　　   ７日（月）

市民会館中ホ－ル

原町、柞田町（中出、上出） 柞田町（黒渕、下出）　　

　　   ８日（火） 柞田町（八丁、山王、下野、北岡、玉田） 柞田町（大畑、油井、山田）　

　　   ９日（水）
粟井町（上野、奥谷、宮下団地）
木之郷町　　　

粟井町（出晴、信末、本庄、常次、竹成）

１０日（木） 吉岡町、本大町　　 中田井町、古川町

　１１日（金） 室本町、高屋町（西上、西下）
高屋町（岡西、岡東、明上、明下、高
屋団地）

  １４日（月）
茂木町、茂西町、上市、川原、有明町、
八幡町、天神町　

坂本町、幸町、明星、殿、中央、柳、青柳、
三架橋、駅通、栄町、昭和町、七間橋、
中洲、中新、若宮、春日、大和、上若、
蛭子、仮屋

 １５日（火）
南町、加茂田、元、港、琴浪町、瀬戸町、
三本松町

植田町
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財
政
事
情
の
公
表

総
務
課
財
政
係
　
☎
２３

−

３
９
０
０

　
平
成
２２
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
３０
日

ま
で
の
平
成
２２
年
度
上
半
期
の
財
政
事

情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
　
　（
平
成
２２
年
９
月
３０
日
現
在
）

　
次
の
市
有
財
産
を
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

物
件
　
消
防
車
１
台

期
日

　
１
月
２１
日
（
金
）
午
後
２
時

場
所

　
電
算
セ
ン
タ
ー
３
階
コ
ン
ピ

　
ュ
ー
タ
会
議
室

保
証
金
　
免
除

申
込
期
限

　
１
月
２０
日
（
木
）
ま
で

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）

　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
管
財
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
０
０

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

公
用
車（
消
防
車
）の
公
売

歳　入 （単位：千円）

款
予算現額

Ａ
収入済額

Ｂ
収入比率
Ｂ／Ａ（％）

1 市 税 8,109,992 6,023,898 74.3
2 地 方 譲 与 税 200,000 70,596 35.3
3 利子割交付金 41,100 17,401 42.3
4 配当割交付金 11,300 5,947 52.6
5 株式等譲渡所得割交付金 4,900 0 0.0
6 地 方 消 費 税 交 付 金 658,400 372,193 56.5
7 自 動 車 取 得 税 交 付 金 63,001 22,114 35.1
8 地 方 特 例 交 付 金 99,348 99,348 100.0
9 地 方 交 付 税 6,080,974 4,062,158 66.8
10 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 11,000 7,108 64.6
11 分 担 金 及 び 負 担 金 301,514 134,699 44.7
12 使 用 料 及 び 手 数 料 398,323 203,757 51.2
13 国 庫 支 出 金 5,426,455 1,955,113 36.0
14 県 支 出 金 1,689,338 260,279 15.4
15 財 産 収 入 97,258 52,934 54.4
16 寄 附 金 234,669 124,178 52.9
17 繰 入 金 559,009 0 0.0
18 繰 越 金 356,809 356,809 100.0
19 諸 収 入 573,963 77,999 13.6
20 市 債 5,470,600 0 0.0
歳　入　合　計 30,387,953 13,846,531 45.6

歳　出 （単位：千円）

款
予算現額

Ａ
支出済額

Ｂ
執行率
Ｂ／Ａ（％）

1 議 会 費 240,418 118,228 49.2
2 総 務 費 4,702,176 1,831,418 38.9
3 民 生 費 7,644,338 2,421,295 31.7
4 衛 生 費 2,271,349 964,373 42.5
5 労 働 費 30,000 30,000 100.0
6 農林水産業費 1,242,358 595,910 48.0
7 商 工 費 597,959 422,092 70.6
8 土 木 費 2,738,624 880,101 32.1
9 消 防 費 830,067 546,499 65.8
10 教 育 費 6,981,127 1,985,044 28.4
11 災害復旧費 9,708 429 4.4
12 公 債 費 3,031,804 1,318,866 43.5
13 諸支出金 18,675 0 0.0
14 予 備 費 49,350 0 0.0
歳出合計 30,387,953 11,114,255 36.6

一般会計予算の収支状況

特別会計予算の収支状況

会　　　計　　　名 予算現額 収入済額 Ａ 支出済額 Ｂ Ａ－Ｂ

競 輪 事 業 特 別 会 計 9,810,074 1,118,623 1,492,258 △373,635
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 7,739,165 2,435,672 3,271,557 △835,885
国民健康保険伊吹診療所特別会計 89,858 25,819 33,070 △7,251
老 人 保 健 事 業 特 別 会 計 19,985 14,289 32 14,257
後期高齢者医療事業特別会計 830,000 249,448 260,501 △11,053
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 4,547,212 1,734,158 1,913,082 △178,924
介護予防サービス事業特別会計 38,752 19,055 10,081 8,974
航 路 事 業 特 別 会 計 146,400 99,231 55,092 44,139
粟 井 財 産 区 特 別 会 計 13,720 13,089 353 12,736
粟 井 坂 瀬 山 林 特 別 会 計 22,602 21,910 1,277 20,633
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,984,424 511,907 886,954 △375,047
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 44,000 4,175 16,458 △12,283

合　　　　　　計 25,286,192 6,247,376 7,940,715 △1,693,339

（単位：千円）
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水
道
事
業
の
公
表
Ⅱ

平
成
22
年
度
上
半
期
の
状
況

水
道
局
　
☎
２５

−

５
２
１
１

　
４
月
１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
の
水
の
使
用
量
は
、

３
９
１
万
１
６
４
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
前
年
度
の
同
期

と
比
較
す
る
と
約
１
・
１
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
上
半
期
の
収
支
状
況
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す

　
　
　
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

（消費税込、単位：千円）

収　入

給 水 収 益 797,832

受 託 工 事 収 益 58

分 担 金 そ の 他 14,827

合 計 812,717

支　出

人 件 費 92,922

動 力 費 20,029

薬 品 費 2,457

受 水 費 200,710

減 価 償 却 116,300

資 産 減 耗 3,683

支 払 利 息 32,253

物 件 費 98,006

そ の 他 14,767

合 計 581,127

地 方 債 の 現 在 高

区　　　　分 現　在　高

一　般　会　計 28,808,765

 １　普通債 18,851,271

⑴ 総 務 2,323,136

⑵ 民 生 208,902

⑶ 衛 生 2,544,717

⑷ 労 働 0

⑸ 農 林 水 産 1,740,848

⑹ 商 工 70,665

⑺ 土 木 6,345,718

⑻ 公 営 住 宅 806,211

⑼ 消 防 128,804

⑽ 教 育 4,682,270

 ２　災害復旧債 339,288

⑴ 厚 生 労 働 509

⑵ 農 林 水 産 60,625

⑶ 土 木 237,309

（単位：千円）

区　　　　分 現　在　高

⑷ 教 育 7,089

⑸ そ の 他 33,756

 ３ 　その他 9,618,206

⑴ 臨時財政特例債 25,222

⑵ 減収補てん債 103,435

⑶ 減税補てん債 1,146,459

⑷ 臨時税収補てん債 174,939

⑸ 臨時財政対策債 6,812,072

⑹ 退 職 手 当 債 1,255,873

⑺ 水道会計出資債 100,206

特　別　会　計 9,325,926

競 輪 事 業 債 434,265

航 路 事 業 債 15,044

公 共 下 水 道 事 業 債 8,576,539

農業集落排水事業債 300,078

合　　　　計 38,134,691

※なお、平成２２年度上半期（平成２２年９月３０日現在）における一時借入

金はありません。

市 税 の 状 況
調 定 額

収 入 額

8,684,133千円

6,023,898千円

市有財産の状況
１ 基　　金

一般会計財政調整基金
減 債 基 金
庁 舎 改 築 整 備 基 金
地 域 振 興 基 金
ふ る さ と 創 生 基 金
中山間ふるさと・水と土保全対策基金
地 域 福 祉 基 金

「柴川清」教育振興基金
学 校 施 設 整 備 基 金
文 化 振 興 基 金
豊浜総合体育館施設管理整備基金
職 員 退 職 手 当 基 金
合 併 振 興 基 金
がんばれ観音寺応援基金
競輪場施設改善等基金
国民健康保険財政調整基金
介護保険介護給付費準備基金
介護従事者処遇改善臨時特例基金
土 地 取 得 基 金

1,792,375
86,437

102,359
29,701
26,006
10,615
96,435
22,164

317,462
10,315
2,584

564,050
1,523,989

5,446
360

447,863
327,523
23,144

298,646

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

２ 行政財産

土 　 地
建 　 　 　 物

2,388,908
249,851

㎡
㎡

３ 普通財産

土 地
（うち財産区山林）    （
建 物

9,865,489
1,906,780

28,690

㎡
㎡）
㎡
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　白川市長は、百歳の誕生日を迎えた井上アキヱさ

ん（大野原町福田原）を訪ねました。井上さんはと

てもお元気で、ラジオを聞きながら菜園で野菜づく

りや花づくり、敷地の草抜きをして毎日を過ごして

います。また、ちぎり絵や編み物などの手芸が大好

きで、デイサービスの利用者などに教えています。

　白川市長は、百歳の誕生日を迎えた井上アキヱ

さん（大野原町福田原）を訪ねました。井上さん

はとてもお元気で、ラジオを聞きながら菜園で野

菜づくりや花づくり、敷地の草抜きをして毎日を

過ごしています。また、ちぎり絵や編み物などの

手芸が大好きで、デイサービスの利用者などに教

えています。

いつまでも いつまでも

▲ すこし足がよわりましたが ▲ すこし足がよわりましたが

3
16

3
16

　白川市長は、百歳の誕生日を迎えた井上アキヱ

さん（大野原町福田原）を訪ねました。井上さん

はとてもお元気で、ラジオを聞きながら菜園で野

菜づくりや花づくり、敷地の草抜きをして毎日を

過ごしています。また、ちぎり絵や編み物などの

手芸が大好きで、デイサービスの利用者などに教

えています。

いつまでも いつまでも

▲ すこし足がよわりましたが ▲ すこし足がよわりましたが

3
16

3
16

　市内に住むカンボジアやモンゴルなど７カ国の研
修生などが講師となり、国際交流協会お国自慢料理
大会がありました。作り方やどんな時に食べるかな
どを教わりながら、楽しく調理。日本の食材を使っ
たオリジナル料理もあり、試食会ではおいしいとあ
ちこちで感嘆の声が上がっていました。

　中部保育園５歳児２２人が楽陽荘を訪問し、歌と日
舞を披露しました。園児らは、この日のために練習
を重ね、一生懸命に踊ったり歌ったり。園児たちの
元気な歌声と扇子や藤の花を持って舞うかわいらし
い姿に、お年寄りの人たちもうれしそうに拍手を送
っていました。　（まちかど特派員　久保田由美子）

いろいろな国の料理に挑戦 かわいいしぐさに大きな拍手11
16

　かんおんじまち歩きに市内外から１６人が参加し、
昭和天皇が宿泊した旅館でおいしい昼食を堪能。そ
の後一夜庵周辺を巡り、４５０年の歴史を持つ観音寺
の俳句について、ボランティアガイドのユーモアあ
ふれる説明に終始笑い顔。参加した人たちは、楽し
くゆったりとした時を過ごしていました。

　大野原町田野々にある法泉寺の「三色もみじ」
が、ことしは特にきれいに赤・朱・黄色に色づき
ました。第１３回もみじ祭りでは、もみじの木の下
で琴の演奏や野だて茶会があり、多くの人が秋の
風情を楽しんでいました。

まち歩きで楽しいひと時を過ごす きれいに色づきました18 21

　子どもたちに本をより好きになってもらおうと開
催された、観音寺子ども読書フェスティバルがこと
しで２回目となりました。練習や工夫を重ねた読み
聞かせで、子どもたちはすっかり絵本の世界へ。図
書館は、親子で絵本を手作りしたり、持ち帰る本を
選んだりしてにぎわっていました。

読書って楽しいね11
27・28

11

11
14

11
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　大野原グランパススポーツ少年団（小学２年生～
５年生）が、第４回春季日本小学生男子ソフトボー
ル大会への出場を白川市長に報告しました。県予選
では大差で勝ち進み優勝を手にした、攻守ともに実
力のあるチーム。「県代表として頑張ってきます」
と力強く決意表明をしました。

チームワークでつかんだ全国出場

　大野原小学校マーチングバンド（部員５４人）が、
四国大会で金賞を受賞し、第３８回マーチングバンド
・バトントワーリング全国大会に１３年連続出場する
ことになりました。児童代表４人が白川市長を表敬
訪問し「音を出すこと、合わせることの楽しみを十
分に味わいながら、全力を出し切ります」と誓いの
言葉をしっかりと述べました。

練習が実を結びことしも全国へ
　大野原中学校陸上部が第１８回全国中学校駅伝大
会への出場を決め、白川市長に報告しました。県大
会では５連覇を果たし、ことしも伝統を守り続けて
いる同校。「すばらしいレース展開を期待していま
す」との市長の激励に「練習の成果を発揮し、先輩
に負けないよう頑張ります」と決意を述べました。

　市民会館中ホールで人権講演会があり、人権擁護
に関する作品最優秀者の表彰がありました。夜回り
先生・水谷修氏の講演には市民ら５００人以上が参加。
夜の世界から子どもたちを救うため、１９年間活動を
続けている夜回り先生の熱い話に聞き入り、会場は
熱気に包まれていました。

会場は熱気いっぱい

お正月が楽しみです12
5

　地元の魚を使ってお正月の食卓を飾ろうと、お魚
料理教室が観音寺中央高等学校でありました。参加
した市民ら５０人は、講師や食物系列の生徒から魚の
上手なさばき方などの指導を受けながら調理。いり
こを使った香ばしい一品や色鮮やかな料理など、５
品が完成しました。

　魚見山健康ウオークが開催され、多くの参加者が
豊浜南部集会所を出発。晴天に恵まれ、さわやかな
日差しの中、瀬戸内海の島々を眺めながら心地よい
汗をかきました。婦人会によるあめ湯の接待や西部
林業事務所による焼印のメダル作りなどもありまし
た。

気分さわやかウオーキング

12
3

11
29

12
5

12
5

思いを込めたステージにします12
3
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平成 22 年１月生まれ 満１歳の子どもを募集
１月４日から２月28日まで４月生まれ
の子どもを募集します。ただし、応募
多数の場合は先着順になります。

近藤佑
ゆ

貴
き

仁
と

ちゃん

 　　

藤 田 七
な な

海
み

ちゃん

 　　

永 榮 千
ち

恵
え

ちゃん 荒 井　 俊
しゅん

ちゃん

父 英之さん　　母 一恵さん
（吉岡町）

両親からの
メッセージ

ゆきとと過ごすかけが

えのない毎日♡これか

らもたくましく育って

ね。１歳おめでとう！

 
 

 

父 陽裕さん　　母 朝子さん
（茂西町二丁目）

両親からの
メッセージ

１歳のお誕生日おめで

とう！これからもとび

きりの笑顔でHAPPY
な毎日を過ごそうね！ 

 
 

 

父 智成さん　　母 有貴さん
（柞田町）

両親からの
メッセージ

１歳おめでとう♡みん

なちえちゃんのことが

大好き♡元気にすくす

く大きくなってね！！

 
 

 

父 靖典さん　　母 麻耶さん
（豊浜町姫浜）

両親からの
メッセージ

しゅんの笑顔にいつも

元気をもらっています。

ますますやんちゃ坊主

になってきたね！！

　

い
つ
ま
で
も
現
役
藤
村　
千
代
枝
さ
ん
（
観
音
寺
町
）

12

　
明
る
い
表
情
と
き
れ
い
な
肌

が
印
象
的
な
藤
村
千
代
枝
さ
ん

は
、
大
正
９
年
生
ま
れ
の
９０
歳
。

元
気
の
秘
け
つ
は
週
に
４
回
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
、
自

転
車
で
約
３０
分
か
け
て
練
習
場

所
へ
向
か
い
ま
す
。
い
く
つ
か

の
コ
ー
ス
を
回
る
こ
と
が
良
い

運
動
に
な
り
、
夜
は
グ
ッ
ス
リ

眠
れ
て
生
活
の
リ
ズ
ム
も
整
い

ま
す
。
友
人
の
誘
い
で
始
め
た

そ
う
で
す
が
、
今
で
は
す
っ
か

り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
と

り
こ
に
な
り
、
と
て
も
楽
し
ん

で
い
る
様
子
。
友
人
も
増
え
、

み
ん
な
に
会
う
こ
と
も
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。

　
藤
村
さ
ん
の
毎
日
は
忙
し
く
、

詩
吟
と
習
字
を
そ
れ
ぞ
れ
週
に

一
度
教
え
て
い
ま
す
。
詩
吟
は

３０
歳
代
か
ら
続
け
て
い
て
、
２８

文
字
の
中
に
思
い
を
込
め
て
吟

じ
ま
す
。
他
の
人
の
良
い
と
こ

ろ
を
見
習
い
自
分
の
も
の
に
し

よ
う
と
、
生
徒
さ
ん
と
一
緒
に

勉
強
の
毎
日
で
す
。
ま
た
、
書

道
教
室
で
、
気
持
ち
を
落
ち
着

か
せ
筆
を
持
つ
時
間
は
心
静
ま

る
大
切
な
ひ
と
と
き
で
す
。

　
何
も
予
定
を
入
れ
な
い
休
み

の
日
も
あ
り
、
無
理
を
せ
ず
ゆ

っ
た
り
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

ま
た
、
近
く
で
暮
ら
す
家
族
と

食
事
に
出
か
け
る
こ
と
も
多
く
、

に
ぎ
や
か
な
食
事
は
格
別
で
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
普
段
の

生
活
で
も
食
事
を
大
切
に
し
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
作

り
ま
す
。
魚
よ
り
も
肉
を
好
ん

で
食
べ
、
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
教

室
の
合
間
で
、
藤
村
さ
ん
の
楽

し
み
は
家
族
の
一
員
の
よ
う
な

愛
犬
や
池
の
コ
イ
と
の
時
間
。

庭
で
愛
犬
と
遊
ん
だ
り
コ
イ
を

眺
め
た
り
し
な
が
ら
四
季
を
感

じ
、
忙
し
く
も
お
だ
や
か
な
毎

日
を
過
ご
す
藤
村
さ
ん
で
す
。
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み
ん
な
の
輪

食育コーナー 学校給食課　☎５７－６６６０

豊
浜
陶
芸
ク
ラ
ブ

   金時ニンジンを使った
　　　　　　　「あけぼのごはん」

　金時ニンジンは香川県が生産量全国第一位で、市内

でもたくさん作られています。

　野菜の色には私たちの健康にかかわる力があり、注

目されています。金時ニンジンの色素はトマトと同じ

「リコピン」といい、抗酸化作用に優れています。生

活習慣の乱れやストレスから生じる活性酸素と戦い、

動脈硬化の予防やガン細胞の成長抑制、アレルギー対

策などに効果があります。また、紫外線から肌を守っ

てくれることも分かっています。

　「あけぼのごはん」は、明るくなっていく夜明けの

様子を、金時ニンジンの赤で表現した炊き込みご飯で

す。観音寺産の金時ニンジンとちりめんじゃこを一緒

に炊き込むことで、鉄分やカルシウムが強化され、味

を一層引き立ててくれます。

あけぼのごはん　
　　　 （４～５人分）

米…カップ３

金時ニンジン…１/２本（１００ｇ）

酒…小さじ１

うすくちしょうゆ…大さじ１

乾燥ちりめんじゃこ…４０g

材　料

❶米は洗って炊飯器に仕かけておく。（ニンジンに水分があ

るので、水加減はやや少なめにする）

❷金時ニンジンはよく洗ってすりおろす。

❸❶に❷と乾燥ちりめんじゃこと調味料を入れ、よく混ぜて

炊く。

❹炊きあがったら、ふっくらと混ぜて器に盛る。

作り方

＜豊浜中学校の献立より＞

献立

★あけぼのごはん　　★牛乳

★サバの竜田揚げ

★ブロッコリーのゴマじょうゆ和え

★だんご汁　　★ミカン

13

　
南
部
集
会
所
北
隣
の
ふ
れ
あ

い
の
家
で
、
豊
浜
陶
芸
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
２０
人
が
生
き
生
き
と

活
動
し
て
い
ま
す
。
昭
和
６２
年

に
発
足
し
た
ク
ラ
ブ
の
歴
史
は

２０
年
以
上
に
な
り
、
作
品
作
り

の
ベ
テ
ラ
ン
も
い
ま
す
。

　
土
練
り
に
始
ま
り
乾
燥
や
素

焼
き
、
絵
付
け
、
本
焼
き
な
ど

次
々
と
過
程
が
あ
り
、
毎
週
熱

心
に
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
一

度
釜
に
入
れ
る
と
や
り
直
し
が

で
き
な
い
た
め
、
土
の
練
り
具

合
や
色
合
い
、
火
の
強
さ
な
ど

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
。
さ

ら
に
良
い
作
品
を
作
ろ
う
と
、

焼
く
時
の
天
候
や
温
度
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
残
し
参
考

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ

ん
意
欲
的
で
、
年
に
一
度
織
部

焼
や
楽
焼
な
ど
全
国
の
窯
元
に

出
か
け
研
究
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
本
焼
き
を
終
え
て
釜
か
ら
取

り
出
す
時
が
一
番
の
楽
し
み
で
、

作
品
へ
の
愛
着
が
最
も
わ
く
瞬

間
で
す
。
お
茶
会
を
す
る
こ
と

も
あ
り
、
手
作
り
の
道
具
で
飲

む
お
茶
は
お
い
し
い
と
口
を
そ

ろ
え
ま
す
。

　
陶
芸
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
の

人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
学

校
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
で

土
を
練
り
作
品
作
り
の
楽
し
み

を
伝
え
た
り
、
文
化
祭
な
ど
に

出
品
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
敬
老
の
日
に
は
米
寿
を
迎

え
た
人
に
名
前
入
り
の
湯
飲
み

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
と
て
も
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
陶
芸
を
通
じ
て
、
多
く
の
人

の
笑
顔
が
見
れ
る
こ
と
が
う
れ

し
い
、
と
話
す
皆
さ
ん
の
顔
に

は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。



14

　
同
一
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
で
、
１

年
間
（
毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌

年
７
月
３１
日
ま
で
）
に
「
医
療
」

と
「
介
護
」
の
自
己
負
担
額
の

合
算
額
が
左
表
の
限
度
額
を
超

え
た
場
合
、
申
請
に
よ
っ
て
超

え
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

　
支
給
対
象
者
に
は
、
香
川
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
、
１
月
中
に
申
請
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

高
額
医
療
・
高
額
介
護

　
　
合
算
療
養
費
制
度

　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
４
３

　　
平
成
２３
年
度
に
利
用
を
希
望

す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
２２
年
度
か
ら
引
き
続
き
希

望
す
る
人
も
申
請
が
必
要
で
す
。

　
観
音
寺
南
な
か
よ
し
教
室
・

高
室
な
か
よ
し
教
室
・
常
磐

な
か
よ
し
教
室
・
柞
田
な
か

よ
し
教
室
・
大
野
原
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
教
室
・
豊
浜
に
じ

教
室

　
市
立
の
小
学
１
年
生
か
ら
３

年
生
ま
で
の
、
留
守
家
庭
の

児
童

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申

請
書
（
申
請
児
童
１
人
に
つ

き
１
枚
）

　
同
居
家
族
が
放
課
後
留
守
で

あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も

の
（
就
労
証
明
書
ま
た
は
健

康
保
険
証
（
国
保
は
不
可
）
、

医
師
の
診
断
書
な
ど
）

　
調
査
表
（
２
種
類
）

　
１
月
１７
日
（
月
）
～
２８
日
（
金
）

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○

生
涯
学
習
課

　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
６
時

○

大
野
原
分
室
・
豊
浜
分
室

　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分

○

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
各
教
室

　
午
後
２
時
～
午
後
６
時

　
市
立
幼
稚
園
の
嘱
託
講
師

（
１
年
間
）

　
幼
稚
園
教
員
免
許
取
得
者
ま

た
は
平
成
２３
年
３
月
末
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人

　
１０
人
程
度

　
　
　
　
面
接

　
勤
務
条
件
な
ど
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
教
育
総
務
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
教
育
総
務
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
３
７

申
告
す
る
と
、
家
屋
の
固
定
資

産
税
を
次
の
期
間
、
２
分
の
１

に
減
額
し
ま
す
。

①
平
成
２２
年
１
月
１
日
か
ら
平

成
２４
年
１２
月
３１
日
ま
で
の
改

修
工
事
＝
改
修
工
事
完
了
日

の
翌
年
度
か
ら
２
年
度
分

②
平
成
２５
年
１
月
１
日
か
ら
平

成
２７
年
１２
月
３１
日
ま
で
の
改

修
工
事
＝
改
修
工
事
完
了
日

の
翌
年
度
１
年
度
分

要
件

○

昭
和
５７
年
１
月
１
日
以
前
に

建
て
ら
れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

○

１
戸
当
た
り
の
工
事
費
が
３０

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

対
象
に
な
る
固
定
資
産
税

　
１
戸
当
た
り
床
面
積
１
２
０

平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で

申
告
に
必
要
な
書
類

　
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行

の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工
事

で
あ
る
こ
と
の
耐
震
基
準
適
合

証
明
書

　
都
市
計
画
税
に
は
、
こ
の
減

　
額
措
置
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
２
２

　

申
請
に
必
要
な
も
の

○

後
期
高
齢
者
医
療
と
介
護
保

　
険
の
被
保
険
者
証

○

申
請
者
の
印
鑑

○

振
込
口
座
が
分
か
る
も
の
　

（
被
保
険
者
本
人
の
口
座
以
外

へ
の
振
り
込
み
は
「
委
任
状
」

が
必
要
）

　
健
康
増
進
課
医
療
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
２
７

　
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
８

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
で
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
て
、
就
学
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
援
助
し

て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
費
や
学
用
品
費
、

修
学
旅
行
費
、
医
療
費
な
ど
が

国
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
３
８

　
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
を
し

て
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
工

事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に
市
に

平
成
２３
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
募
集

所　得　区　分
限度額

医療＋介護

若い世代並みに所得がある人 ６７万円

一般的な所得の人 ５６万円

低所得の人

Ⅱ ３１万円

Ⅰ １９万円

義
務
教
育
の
就
学
費
を

　
　
　
　
援
助
し
ま
す

住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う

　
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

申
請
書
の
配
布
場
所
・
提
出
先

平
成
23
年
度
市
立
幼
稚
園

嘱
託
講
師
を
募
集
し
ま
す

選
考
方
法
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（
株
）
た
ま
や
（
高
松
市
）
か

ら
優
良
児
童
図
書
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
６２
年
か
ら
毎
年

寄
贈
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
図

書
は
、
児
童
へ
の
読
書
啓
発
や

読
書
推
進
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
８

15

　
６５
歳
以
上
（
平
成
２３
年
４
月

１
日
現
在
）
の
人
に
、
１
月
中

旬
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

送
付
し
ま
す
。（
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
を
除
く
）

　
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
ど
の
く

ら
い
元
気
に
生
活
し
て
い
る
か
、

運
動
や
栄
養
、
口
腔く

う

、
閉
じ
こ

も
り
、
物
忘
れ
、
う
つ
症
状
な

ど
の
全
２５
項
目
に
つ
い
て
「
は

い
」「
い
い
え
」
で
記
入
す
る
質

問
票
で
す
。

　
す
べ
て
の
質
問
項
目
に
記
入

し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
１

月
２８
日
（
金
）
ま
で
に
返
信
し
て

く
だ
さ
い
。

　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
に

基
づ
き
「
筋
力
つ
け
ん
な
～
教

室
」「
さ
わ
や
か
栄
養
教
室
」
な

ど
を
案
内
し
ま
す
。

　
高
齢
介
護
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
８

　
地
域
で
高
齢
者
の
生
活
を
支

え
る
た
め
に
、
何
が
必
要
か
を

学
ぶ
講
座
で
す
。

１
月
１６
日
（
日
）、
２
月
２０
日

（
日
）、
３
月
６
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
で
、
介
護
に
関
心

が
あ
り
、
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
活
動
し
て
み
た
い
人

３
日
間
の
受
講
が
可
能
な
人

５０
人

無
料

１
月
１２
日
（
水
）
ま
で

　
は
が
み
苑
老
人
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
２７

−

８
７
２
０

優
良
児
童
図
書
が

　
　
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　
多
重
債
務
で
悩
ん
で
い
る
人

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
２
月
２０
日
（
日
）

　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

　
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
有
明
町
・
世
界
の
コ
イ
ン

館
横
）

　
１０
人

　
（
先
着
順
、
電
話
予
約
が
必
要
）

　
１
月
１２
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
２
月
１８
日
（
金
）

　
　
商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
３
３

使
え
る
「
回
覧
板
」
講
座

　
２
月
８
日
（
火
）

　
午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

　
中
央
図
書
館
２
階
会
議
室

　
パ
ソ
コ
ン
へ
の
文
字
入
力
や

マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
人

　
先
着
２０
人

　
２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
当
日
集
金
し
ま
す

　
１
月
２６
日
（
水
）
ま
で

　
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
４
３

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

　
　
提
出
し
て
く
だ
さ
い

おめでとう
　　　ございます

平成２１年度
　　人権作品優秀賞

観南小６年（平成 21 年度）
加藤　由起さん

中部中３年（平成 21 年度）
岡田　愛さん

生
活
・
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

　

養
成
講
座
受
講
生
募
集

弁
護
士
に
よ
る

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

ｅ
―
と
ぴ
あ
・
か
が
わ

出
張
体
験
パ
ソ
コ
ン
講
座
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が
交
付
さ
れ
ま
す
。
年
金
手
帳

は
、
今
後
年
金
に
関
す
る
手
続

き
や
就
職
の
と
き
、
ま
た
年
金

を
受
け
取
る
と
き
に
も
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人

　
所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
や
学
生
納

付
特
例
制
度
な
ど
の
保
険
料
納

付
猶
予
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
学

生
納
付
特
例
制
度
は
、
ほ
か
の

年
齢
層
に
比
べ
て
所
得
が
少
な

い
若
年
層
（
２０
歳
代
で
学
生
以

外
の
人
）
や
所
得
が
無
い
学
生

が
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。
将
来
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

不
慮
の
事
故
な
ど
で
障
が
い
が

残
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
な
ど
を
防
止
し
ま

す
。

　
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納

付
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
将

来
受
け
取
る
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
期
間
の
保
険
料
は
、
１０
年

以
内
で
あ
れ
ば
後
で
古
い
期
間

　
市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
２
４

　　　
日
本
国
内
に
住
む
２０
歳
以
上

６０
歳
未
満
の
人
は
全
員
、
国
民

年
金
へ
の
加
入
お
よ
び
保
険
料

の
納
付
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金

　
国
が
運
営
す
る
年
金
制
度
で

す
。
現
役
世
代
が
高
齢
者
を
支

え
る
「
世
代
間
扶
養
」
で
、
年

金
額
は
経
済
変
動
に
応
じ
て
ス

ラ
イ
ド
し
、
何
歳
ま
で
で
も
生

涯
支
給
さ
れ
ま
す
。

加
入
の
手
続
き

　
２０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人

は
、
市
民
課
で
国
民
年
金
の
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
学

生
も
同
様
）。
た
だ
し
、
現
在
厚

生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
手
続
き
は

不
要
で
す
。

年
金
手
帳

　
初
め
て
国
民
年
金
や
厚
生
年

金
に
加
入
す
る
と
「
年
金
手
帳
」

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

か
ら
順
に
納
付
（
追
納
）
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

　
☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
０

　
２
月
４
日
（
金
）

　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

　
働
く
婦
人
の
家
１
階
第
一
講

習
室

　
年
金
手
帳
、
預
金
通
帳
、
通

帳
印
（
口
座
振
替
の
た
め
）

　
香
川
県
国
民
年
金
基
金

　
☎
０
１
２
０

−

６
５

−

４
１
９
２

　
観
音
寺
市
明
る
い
選
挙
推
進

　
協
議
会
（
選
挙
管
理
委
員
会

　
事
務
局
）
☎
２３

−

３
９
４
５

　　
成
人
を
迎
え
る
と
、
法
律
的

に
も
大
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
権
利
や
責
任
を
持

ち
ま
す
。
選
挙
権
も
、
そ
の
中

の
権
利
の
一
つ
で
す
。

　
選
挙
は
、
あ
な
た
の
意
思
を

主
権
者
と
し
て
政
治
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
大
切
な
場

で
す
。
政
治
は
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
決
め
る
も
の
で
す
。
１

票
に
込
め
ら
れ
た
あ
な
た
の
意

思
が
、
代
表
者
を
選
び
社
会
を

動
か
し
ま
す
。

　
大
切
な
自
分
の
１
票
を
進
ん

で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　　
口
座
振
替
に
す
る
と
、
指
定

さ
れ
た
口
座
か
ら
市
税
等
が
自

動
的
に
払
い
込
ま
れ
る
た
め
納

め
忘
れ
が
な
く
な
り
、
納
期
の

た
び
に
金
融
機
関
へ
行
く
手
間

も
省
け
ま
す
。
ま
た
、
一
度
手

続
き
を
す
る
と
翌
年
度
以
降
も

自
動
更
新
さ
れ
ま
す
。

　
安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
を

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

○

市
内
の
金
融
機
関
や
郵
便
局

　
で
申
し
込
む

　
通
帳
と
通
帳
印
を
持
参
し
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
郵
送
す
る

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
く
ら

し
の
情
報
」
→
「
税
金
」
→

「
市
税
の
納
付
に
つ
い
て
」
に
、

郵
送
専
用
の
口
座
振
替
依
頼

書
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

○

納
税
課
か
ら
届
い
た
は
が
き

を
返
送
す
る

　
口
座
振
替
制
度
の
利
用
を
推

進
す
る
た
め
、
約
三
千
世
帯

に
郵
送
専
用
の
口
座
振
替
依

頼
書
（
は
が
き
）
を
送
付
し

ま
す
。
届
い
た
人
は
ぜ
ひ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
納
税
課
収
納
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
９
２

　
平
成
２３
年
度
学
校
給
食
物
資

納
入
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

条
件
（
抜
粋
）

○

営
業
施
設
を
有
し
、
常
時
営

業
し
て
い
る
こ
と

○

衛
生
上
必
要
な
施
設
を
完
備

し
、
衛
生
意
識
を
有
し
て
い

る
こ
と

○

供
給
能
力
が
十
分
あ
る
こ
と

　
２
月
１
日
（
火
）
～
２８
日
（
月
）

　
観
音
寺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
５７

−

６
６
６
０

　
大
野
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
５４

−

４
３
９
０

　
２
月
１
日
（
火
）
～
１０
日
（
木
）

　
豊
浜
中
学
校

　
　
　
　
　
☎
５２

−

２
１
５
２

国
民
年
金
基
金
の
相
談
会

は
た
ち
と
選
挙
権

市
税
等
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
安
心

募
集
し
ま
す

学
校
給
食
物
資
納
入
業
者
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ごみの収集状況（11 月） 単位：トン

種　類 平成２１年 平成２２年 増　減

可燃ごみ 922.46 942.89 20.43

新　　聞 26.37 24.99 △ 1.38

本・雑誌 22.77 20.04 △ 2.73

段ボール 14.65 14.07 △ 0.58

　
建
設
工
事
等
の
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
総
務
課
契
約
係

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
１
月
１８
日
（
火
）
～
３１
日
（
月
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時
、

午
後
１
時
～
午
後
３
時
３０
分

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
総
務
課
契
約
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
０
０

　
外
来
生
物
法
に
基
づ
き
、
市

が
実
施
す
る
ア
ラ
イ
グ
マ
等
の

計
画
的
な
防
除
に
従
事
す
る
防

除
従
事
者
を
養
成
す
る
た
め
、

県
が
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

１
月
３１
日
（
月
）

午
後
１
時
～
午
後
５
時

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
三
豊
市
高
瀬
町
下
勝
間
加
茂

２
３
７
３
番
地
）

①
狩
猟
免
許
（
わ
な
猟
免
許
）

を
有
し
な
い
被
害
農
家
な
ど

で
、
市
が
実
施
す
る
計
画
的

な
防
除
へ
の
参
加
を
希
望
す

る
人

②
狩
猟
免
許
を
有
し
、
市
が
実

施
す
る
計
画
的
な
防
除
へ
の

参
加
を
希
望
す
る
人

　
　
香
川
県
環
境
森
林
部

　
　
　
　
　
　
み
ど
り
保
全
課

　
☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
２
１
２

　
農
林
水
産
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
３
１

国
勢
調
査
結
果

　
１０
月
１
日
現
在
（
速
報
値
）

観
音
寺
市
人
口

　
　
　
　
　
６
２
、
６
８
０
人

総
務
省
集
計
と
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
　

人
口
予
想
ク
イ
ズ

　
上
位
１３
人
の
皆
さ
ん
に
は
、

図
書
カ
ー
ド
当
選
通
知
書
を
発

送
し
ま
し
た
。

　
市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
２
４

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
て
い
る
宝
く
じ
の
助
成
を

受
け
、
東
浜
自
治
会
・
南
自
治

会
が
公
園
を
整
備
、
財
田
川
（
茂

木
地
区
）
環
境
美
化
推
進
協
議

会
が
芝
刈
り
機
な
ど
を
購
入
、

丸
中
自
治
会
・
本
町
自
治
会
が

祭
り
用
具
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
団
体
へ
助
成
を
行
う
こ
と

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の

健
全
な
発
展
を
図
り
、
宝
く
じ

の
普
及
広
報
を
行
う
た
め
の
も

の
で
す
。

　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
　
☎
２５

−

２
６
９
８

　
海
や
川
を
汚
さ
な
い
よ
う
に

生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
て
く

れ
る
浄
化
槽
は
、
環
境
保
全
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
浄
化
槽
は
、
微
生
物
が
汚

れ
た
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し

て
い
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

　
浄
化
槽
法
で
は
、
年
一
回
の

浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
・

法
定
検
査
を
義
務
付
け
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
法
定
検
査
は
浄

化
槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
調
べ
る
大
切
な
検

査
で
す
。

　
受
検
し
て
い
な
い
た
め
に
、

に
お
い
が
ひ
ど
い
、
ご
み
や
汚

れ
が
取
れ
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
や
苦
情
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

必
ず
、
年
一
回
の
法
定
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
や
県
な
ど
の
補
助

金
を
受
け
て
浄
化
槽
の
設
置
を

し
て
い
る
人
は
、
実
績
報
告
書

類
の
提
出
の
後
、
法
定
検
査
受

検
の
有
無
を
確
認
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
（
社
）
香
川
県
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
７

−

８
８
１

−

６
６
０
０

平
成
23
・
24
年
度
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

毎
年
受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
の
健
康
診
断

ア
ラ
イ
グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア

　
防
除
従
事
者
養
成
講
習
会

協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　
平
成
２２
年
国
勢
調
査

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
ま
し
た

　
１
月
２３
日
（
日
）

　
高
室
小
学
校
／
紀
伊
小
学
校

　
１
月
３０
日
（
日
）

　
観
音
寺
南
小
学
校

資
源
・
廃
品
回
収
予
定

▲本町自治会 ▲丸中自治会

▲財田川（茂木地区）　
環境美化推進協議会

▲東浜自治会

▲南自治会
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２
月
６
日
（
日
）

　
午
前
８
時
３０
分
か
ら

　
粟
井
小
学
校
体
育
館

　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

　
５０
人

　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

　
な
ど

　
無
料

　
１
月
２８
日
（
金
）
ま
で

　
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
４
１

　
平
成
２３
年
度
が
ん
検
診
の
希

望
申
込
書
を
１
月
中
旬
か
ら
郵

送
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る

人
は
、
必
ず
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
２
月
４
日
（
金
）
ま
で

　
申
込
書
に
記
入
し
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
（
切
手
不
要
）

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　○
子
宮
が
ん
と
乳
が
ん
検
診
は

２
年
に
一
度
で
す
。
平
成
２２

年
度
に
受
け
た
人
は
対
象
外

で
す
。

○

大
腸
が
ん
検
診
は
、
集
団
検

診
ま
た
は
個
別
検
診
で
受
診

が
で
き
ま
す
。

○

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
場

合
は
検
診
の
案
内
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
受
診
を
希
望

し
な
い
人
は
申
込
書
の
返
送

は
不
要
で
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
４

　
健
康
な
骨
は
、
組
織
が
し
っ

か
り
し
て
い
て
密
度
が
高
く
丈

夫
で
す
。
し
か
し
、
組
織
が
粗

く
な
っ
て
ス
カ
ス
カ
な
状
態
（
骨

粗
し
ょ
う
症
）
に
な
る
と
、
日

常
生
活
の
さ
さ
い
な
動
作
で
も

骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。「
大

丈
夫
」
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た

も
骨
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　
２
月
１
日
（
火
）
午
後
１
時
３０

　
分
～
午
後
３
時
３０
分

　
豊
浜
福
祉
会
館

　
２
月
３
日
（
木
）
午
後
１
時
３０

　
分
～
午
後
３
時
３０
分

　
大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　
各
４０
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
無
料
（
予
約
が
必
要
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
４

　
１
月
２７
日
（
木
）

　
午
前
１０
時
～
午
前
１１
時
３０
分

　
午
後
零
時
３０
分
～
午
後
４
時

　
観
音
寺
市
役
所

　
観
音
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
お
願
い

　
安
全
な
輸
血
を
す
る
た
め
、

４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

腎
臓
病
教
室

テ
ー
マ
／
腎
臓
が
悪
く
な
っ
た

　
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
／
運

　
動
療
法
に
つ
い
て

　
１
月
２０
日
（
木
）

　
午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時

　
事
前
予
約
が
必
要

　
　
三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

　
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
５２

−

２
７
２
６

　
１
月
３０
日
（
日
）

　
午
前
８
時
３０
分
か
ら

　
豊
浜
中
学
校
体
育
館

　
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、
な
わ
と
び
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど

　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

　
５０
人

　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
な
わ
と

び
、
タ
オ
ル
な
ど

　
無
料

　
１
月
１４
日
（
金
）
ま
で

　
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
４
１

　
２
月
２
日
（
水
）
、
９
日
（
水
）
、

１６
日
（
水
）
、
２３
日
（
水
）

　
午
後
８
時
～
午
後
９
時
３０
分

　
豊
浜
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
初
心
者
、
経
験
者
も
可

　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

　
無
料

　
１
月
２８
日
（
金
）
ま
で

　
観
音
寺
市
体
育
協
会

　
　
教
育
委
員
会
豊
浜
分
室

　
　
　
　
　
☎
５２

−

１
２
０
３

平
成
23
年
度

　
が
ん
検
診
希
望
調
査

ス ポ ー ツ 行 事

あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
？

参
加
者
募
集 

健
康
づ
く
り

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

参
加
者
募
集 

健
康
づ
く
り

「
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
・

　
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
教
室
」

献
血
の
お
知
ら
せ

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健
康

　
管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

参
加
者
募
集

初
心
者
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

月　日 行　　　　　事

１／１５
第２２回三豊観音寺体操協会合同発表会

午前８時３０分～／市立総合体育館

１６

第５４回豊浜近県中学生柔道大会

午前９時～／県立三豊体育館

第５４回豊浜近県剣道大会

午前９時～／大野原会館

２３
第１９回会長杯市内男女バレーボール大会

午前９時～／県立三豊体育館

３０
市長杯ジュニアサッカー大会

午前９時～／総合運動公園

２／５・６・１１
三豊杯ジュニアサッカー大会

午前８時～／総合運動公園

６
香川県バウンドテニス協会選手権大会

午前８時３０分～／市立総合体育館
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９
・
１６
・
２３
・
３０
日

　
中
部
保
育
園

　
９
カ
月
児
か
ら
就
学
前
ま
で

　
の
乳
幼
児

　
３
歳
未
満
３
、
０
０
０
円
／
日

　
３
歳
以
上
２
、
０
０
０
円
／
日

　
１
週
間
前
ま
で

　
中
部
保
育
園

　
　
　
　
　
☎
２５

−

８
３
５
９

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人

（
3
月
卒
業
見
込
み
者
含
む
）

　
１
月
４
日
（
火
）
～
１８
日
（
火
）

　
　
　
１
月
２７
日
（
木
）

　
善
通
寺
病
院
附
属
善
通
寺
看

護
学
校

　
☎
０
８
７
７

−

６
２

−
３
６
８
８

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人

　
（
３
月
卒
業
見
込
み
者
含
む
）

　
生
産
技
術
科
＝
２０
人

　
電
子
情
報
技
術
科
＝
３０
人

　
住
居
環
境
科
＝
２０
人

　
１
月
１７
日
（
月
）
～
２８
日
（
金
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

　
　
　
２
月
３
日
（
木
）

　
　
数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ

　
四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

　
学
務
課

　
☎
０
８
７
７

−

２
４

−

６
２
５
５

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
す

る
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
平
成
２３
年
度
第
１
学
期
（
４

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
２
月
２８
日
（
月
）
ま
で

　
放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
７

−
８
３
７

−

９
８
７
７

　h
ttp

://w
w

w
.o

u
j.a

c.jp

　
仮
屋
町
に
昔
か
ら
伝
わ
る
扇

咲
競
（
お
お
ぎ
さ
っ
き
ょ
う
）

と
呼
ば
れ
る
伝
統
の
た
こ
や
手

作
り
の
た
こ
が
、
浜
風
を
受
け

て
空
高
く
舞
い
上
が
り
ま
す
。

　
先
着
３
０
０
人
の
子
ど
も
に

た
こ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

家
族
連
れ
で
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

　
１
月
３０
日
（
日
）

　
午
前
１０
時
か
ら
（
小
雨
決
行
）

　
有
明
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
仮
屋
じ
ゃ
こ
倶
楽
部
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
２４

−

１
８
１
８

　
１
月
１２
日
（
水
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

　
三
豊
合
同
庁
舎
３
階
研
修
室

　
「
ひ
き
こ
も
り
の
段
階
を
見

極
め
か
か
わ
り
を
考
え
よ
う
」

　
当
事
者
家
族
同
士
の
フ
リ
ー

ト
ー
ク

　
ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る

家
族
な
ど

　
無
料

　
　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
対
策
課
☎
２５

−

２
０
５
２

　
大
会
は
、
県
道
３３
号
線
を
折

り
返
す
コ
ー
ス
の
た
め
、
長
時

間
の
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

大
変
迷
惑
を
か
け
ま
す
が
、
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
２
月
６
日
（
日
）
午
前
１０
時
２５

　
分
～
午
後
１
時
４０
分

　
香
川
丸
亀
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ

　
ソ
ン
大
会
組
織
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
８
７
７

−

２
４

−

６
２
７
４

日
曜
保
育

善
通
寺
看
護
学
校

平
成
２３
年
度
学
生
募
集

交
通
規
制
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

第
６５
回
香
川
丸
亀
国
際

　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

願
書
受
付

試
験
日

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

平
成
２３
年
度
学
生
募
集

試
験
日

科
目放

送
大
学
４
月
生
募
集

第
２８
回

観
音
寺
銭
形
た
こ
あ
げ
大
会

ひ
き
こ
も
り
「
親
の
集
い
」
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図書館だよりLibrary News

休館日　　中央・大野原・豊浜図書館　　10・17・24・31日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （年始は４日（火）から開館します）

中央図書館 ☎23－3960　大野原図書館 ☎54－5715　豊浜図書館 ☎52－1206

　　　　　 大野原図書館行事予定

★おはなし会
★古典文学講座

 8日（土）　午後２時～午後３時
15日（土）　午前９時30分～午前11時30分

 
豊浜図書館行事予定

★工作教室��

★おはなし会

 8日（土）　午後１時30分～午後２時30分
　　　　　かわいいダンボールフレームを作ろう！
22日（土）　午後１時30分～午後２時
　　　　　紙芝居「かまくらのおしょうがつ」ほか

心も体もポカポカになる温泉めぐり特集

「食べてポカポカおいしいあっためレシピ」
監修：牧野直子　出版：講談社
「まいにちシチュー日より」

料理：大井純子　出版：主婦と生活社

 

絶景露天風呂や日帰り温泉
も楽しめる本を集めました。

今月のおすすめ本

 8日（土）　　午後１時30分～午後２時10分
22日（土）　午後１時30分～午後２時10分
21日（金）　午後１時30分～
　　　　　井上ひさし著　ナイン（講談社文庫）

★おはなし会

★つぼみ愛書会１月例会

中央図書館行事予定

今月の人口
（１２月１日現在）

人　口

男

女

世帯数

63,961 人

30,775 人

33,186 人

23,408 世帯

　
県
で
は
、
雇
用
情
勢
の
悪
化

に
対
応
す
る
た
め
、
離
職
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
人
や
求
職
中
の

人
を
対
象
に
「
再
就
職
支
援
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
１
月
１５
日
（
土
）、
１６
日
（
日
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

１５
分

　
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川

　
１
月
１４
日
（
金
）
ま
で

　
１
月
２２
日
（
土
）、
２３
日
（
日
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

１５
分

　
丸
亀
市
民
会
館

　
１
月
２１
日
（
金
）
ま
で

　
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面
接

の
受
け
方
な
ど
、
実
践
的
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授

　
各
４０
人
（
先
着
順
）

　
電
話
で
事
前
予
約
が
必
要

　
香
川
県
労
働
政
策
課

　
☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
３
６
８

　
失
業
し
て
住
居
を
失
っ
た
、

解
雇
さ
れ
生
活
費
が
乏
し
い
、

再
就
職
の
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
し
た
い
な
ど
生
活
や
就
労

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
１
月
１９
日
（
水
） 

　
午
前
１０
時
～
午
後
５
時

　
三
豊
市
高
瀬
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
２
階
営
農
相
談
室

　
香
川
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
８
０

−

３
９
２
３

−

８
６
０
９

　
香
川
県
労
働
政
策
課
雇
用
対

策
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
３
６
８

　　
１
月
１９
日
（
水
）
～
２１
日
（
金
）

　
１
月
１８
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

　
香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
新
規
に
就
農
を
予
定
し
て
い

る
人
お
よ
び
就
農
５
年
以
内

の
農
業
者

　
　
香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
☎
６２

−

３
０
７
５

１
１
０
番 

街
の
安
全 

守
り
ま
す

　
１
１
０
番
は
緊
急
通
報
用
電

話
で
す
。
あ
わ
て
ず
、
落
ち
着

い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
急
を
要
し
な
い
相
談
な
ど
は

○

警
察
相
談
１
１
０
番

　
☎
０
８
７

−

８
３
１

−

０
１
１
０

○

観
音
寺
警
察
署

　
　
　
　
　
☎
２５

−

０
１
１
０

　｢

カ
ニ
を
買
わ
な
い
か
と
電

話
で
勧
め
ら
れ
、
断
っ
た
は
ず

な
の
に
届
い
た
」「
脅
迫
的
な
電

話
で
、
つ
い
注
文
し
て
し
ま
っ

た
」「
頼
ん
で
い
な
い
サ
ケ
が
届

い
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
知
人
を
装
っ
た
り
、
応
募
し

て
い
な
い
の
に
「
当
選
し
た
」

と
言
っ
た
り
し
て
商
品
を
送
り

つ
け
、
お
金
を
請
求
す
る
悪
質

な
手
口
も
あ
り
ま
す
。

　
必
要
が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り

断
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
ま
た
、

電
話
の
相
手
や
内
容
を
し
っ
か

り
確
認
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

勝
手
に
送
り
つ
け
ら
れ
て
き
た

商
品
は
、
受
け
取
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し
注
文
し
て
も

電
話
勧
誘
の
場
合
は
、
８
日
以

内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ･

オ
フ
（
無

条
件
解
約
）
が
で
き
ま
す
。

　
西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２５

−

５
１
３
５

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

生
活
や
就
労
の
出
張
相
談

就
農
相
談
窓
口
の
設
置

注
意
し
て
く
だ
さ
い

断
っ
た
の
に
届
い
た
商
品

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」
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防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１２日（水）・２６日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護

士が相談に乗る

人権相談　☎２３−３９２８　 観音寺　１４日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　１３日（木）午前

　１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜  １１

日（火）午前１０時～午後３時　豊浜福祉会館老人談話室
年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　　１９日（水）午前１０時～午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年
金事務所の相談員が相談に乗る　要予約　日本年金機
構善通寺年金事務所

家庭児童相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日
午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家庭児童
相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日
午前８時３０分～正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　 　１８日（火）午前１０時～午後３時
　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相談員
が相談に乗る　要予約

行政相談　☎２３−３９１５　 　７日（金）・２１日（金）午後１時
３０分～午後４時　働く婦人の家

家事手続案内　☎２５−２６１９　　 土・日、祝日を除く毎日
午前９時～午前１１時３０分、午後１時～午後４時３０分
　高松家庭裁判所観音寺支部

法律相談　☎２５−７７７３　　 相談は先着１２人　１１日（火）・
２５日（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれ
あい相談室　弁護士が相談に乗る

心配ごと相談　大野原☎５４−５７１４ 　６日（木）・２０日（木）
午前１０時～正午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−

　　１２１２　　４日（火）・１８日（火）午前１０時～正午　豊浜福
祉会館老人娯楽室

ふれあい福祉相談　☎２５−７７７３　 　土・日、祝日、法律
相談日を除く毎日午後１時～午後３時　社会福祉セン
ターふれあい相談室　相談員があらゆる相談に乗る

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　  ６日（木）・２０日（木）午前
１０時～正午  　社会福祉センター身障者会議室／大野原
☎５４−５７００　　６日（木）午前１０時～正午　 大野原いきい
きセンター会議室／豊浜☎５２−１２００ 　相談員が電話で受
付、家庭へ訪問。支所などでの相談もできる

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　
　５日（水）午前９時３０分～午後５時　観音寺市中央公
民館２階会議室　就職相談など　１５歳～おおむね３９歳
の人とその家族　無料

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日、祝日を
除く毎日午前９時～午後４時　社会福祉協議会

少年問題相談やまびこ　☎２３−０９００　　土・日、祝日を
除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成センター

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１６日（日）午前１０時～午
後４時　大野原いきいきセンター

市長相談　☎２３−３９１５　 　随時受け付け　要予約

時
所 講

時
所 時

所 時
所

時
所 講

申

時
所

時
所

時
所 講

時
所

時

所
数 時

所
講

時
所

時 所

時
所

時
所

時 所
内 対
料

時

時
所

所
時

所
受 

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

11
30

火
災

救
急

２
、３
６
１
件

23
件

講

時 所

１月の納税・納付
市・県民税　　　　　　（４期）
国民健康保険税　　　　（４期）
後期高齢者医療保険料　（７期）
介護保険料　　　　　　（４期）
納期限　１月３１日（月）

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
」
を
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が

地
域
防
災
に
果
た
す
役
割
と
自

分
自
身
が
取
る
べ
き
行
動
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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相談日は、都合により変更することがあります。

　

　　
火
災

救
急

１１月１日～３０日（敬称略）

香典返し

横山　茂樹＝

大福惠美子＝

合田　友子＝

合田卓三郎＝

岩本智恵子＝

柳川　豊一＝

石川　素康＝

八幡町三丁目

大野原町萩原

柞 田 町

観音寺町

本 大 町

観音寺町

大野原町大野原

　
平
成
７
年
１
月
１７
日
に
発
生

し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ

っ
て
６
、
４
０
０
人
以
上
の
尊

い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
震
災
を
機
に
、
毎
年

１
月
１７
日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」、
１
月
１５
日
か
ら

２１
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
防
災

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定

め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
災
害
時

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自
主

的
な
防
災
活
動
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
、
災
害
へ
の
備
え
の

充
実
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「
手
伝
い

た
い
」「
参
加
し
た
い
」
と
思
う

気
持
ち
が
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
参

加
で
き
る
も
の
で
す
。
無
理
を

せ
ず
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始

一般寄付

歌謡会華クラブ

㈲西岡家具店

虹の会

中ノ内景子＝

三好　一彦＝

豊浜町和田浜

大野原町大野原
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2

9

16
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8
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1

１

　安井菅原神社には、クスノ
キの大樹が４株あり、そのう
ち神殿に向かって右手にある
クスノキが保存木に指定され
ています。樹高２３㍍、胸高幹
周６.５㍍、枝張りは南北３２㍍、東西３０㍍。もこもことした根
コブが盛り上り、根の周りは胸高幹周の３倍くらいあります。
　県内には巨樹（胸高幹周３㍍以上）が５３０本あり、そのう
ち２００本がクスノキで、全体の約４割を占めています。なか
でも西讃は、クスノキの巨樹が多い地域です。
　　　　　　　　　　都市整備課公園緑地係　☎２３−３９１８

香川の保存木
市内にある

安井菅原神社のクス（大野原町中姫）
１　　  ２   　 ３ 

高知競輪S級シリーズ場外
（FⅠ）

立川競輪開設59周年記念場外
（ＧⅢ）

４　 ５   ６    ７水火 金

月

１５　　 １６　　 １７　　 １８  

　　大宮競輪
東日本発祥62周年記念場外（ＧⅢ）

日

　　小松島競輪S級シリーズ場外
（FⅠ）　

１９　　    ２０  　　 ２１ 水 金土 火

祝 月

８ 　  ９　  １０　  １１火土 １２    　  １３   　  １４　水 金日 木

和歌山競輪開設61周年記念場外
（ＧⅢ）

防府競輪S級シリーズ場外
（FⅠ）

木

日

祝

木

月

２２ 　　２３　　２４　　２５

　　京都向日町競輪
開設60周年記念場外（ＧⅢ）

日

　　松戸競輪開設60周年記念場外
（ＧⅢ）

２７　２８　　２９　　３０木 日土 火 金月 土

大野原支所＝毎週金曜日
豊浜支所＝毎週火曜日

  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00

あぶあぶひろば

10 カ月児健診

3 カ月児健診

いき ぴよぴよクラブ

  茶話会

10 カ月児健診

9:30～11:30

10:00～12:00

13:30～14:30

ふれ

ふれあい広場

3 歳児健診

若返り教室��

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

（ 旧観音 寺市Ｈ１９年
７月１日～２６日生まれ）

いき はつらつ会

健康栄養相談
9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室��

ぴよぴよクラブ

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

ふれ育児相談
健康栄養相談
プレママ広場
あぶあぶひろば
プレママ教室��①
のびのび教室��

健康相談

ぴよぴよクラブ

  茶話会

9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

ふれあい広場

さわやか栄養教室��
9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

ふれ

いき はつらつ会
9:00 ～ 11:00

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

10:00 ～ 12:00

14:00 ～ 14:30

14:30 ～ 15:00

はつらつ会

３歳児健診

市役所ロビー

ひまわりの会

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

10:00 ～ 11:30
12:30 ～ 16:00

13:30 ～ 16:00

いき 育児相談

ぴよぴよクラブ

３カ月児健診

筋力つけんな～教室��

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00
ふれ

健康相談

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

ゆう酸素リフレッシュ体操

9:00～11:00

9:30～11:30

13:30～15:00

13:30～15:30

健康栄養相談

ふれあい広場

若返り教室��

１歳６カ月児健診

9:30～11:00

9:30～11:30

13:30～15:00

13:30～14:30

ふれ

9:30～11:00

9:30～11:00

10:00～12:00

10:00～12:00

13:20～15:30

13:30～15:00

ぴよぴよクラブ

のびのび教室��

あぶあぶひろば

骨密度測定
10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 15:00

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
火～日曜日（祝日休み）
  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

保

共福

保

( 旧観音寺市 H２２年３月生まれ）

いき

いき

愛 柞

保

いき

保

いき

働

9:00 ～ 11:00

10:00 ～ 11:30

はつらつ会

もぐもぐレッスン

久保外科整形外科医院

小林歯科医院

ひまわり調剤薬局くにた

ケイ ･ アイ薬局

柞田町　☎25−5515

詫間町　☎83−6333

柞田町　☎56−0050

豊浜町　☎52−1818

医

歯

薬

ふれあい広場

のびのび教室��
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

いき

いき

（旧観音寺市 H ２１年６月生まれ）

豊福

クニタクリニック

まきの歯科医院

スター薬局柞田店

姫浜調剤薬局

柞田町　☎ 25−1577

柞田町　☎ 23−2848

柞田町　☎ 56−1280

豊浜町　☎ 52−1733

医

歯

薬

渡辺ハートクリニック内科

森川歯科医院

ファーマシィ観音寺薬局

ひまわり調剤薬局三豊

植田町　☎ 23−2022

山本町　☎ 63−2968

植田町　☎ 57−6860

豊浜町　☎ 52−5100

医

歯

薬

保

いき

（旧観音寺市Ｈ２２年１０月生まれ）
保

辻整形外科医院

いその歯科クリニック

快生堂豊浜調剤薬局

影あそび劇

池之尻町☎ 57−1100

木之郷町☎ 57−1550

豊浜町　☎ 56−3260

（市民会館中ホール）
12:30 ～

医

歯

薬

保

ふれ

豊福

伊

豊福

（ 大 野 原 町・豊 浜 町
Ｈ２２年３月生ま れ ）

（ 大 野 原 町・豊 浜 町
Ｈ２２年１０月生まれ）

たしろ医院

ことひき薬局

快生堂豊浜調剤薬局

南町　☎ 25−8413

南町　☎ 56−0062

豊浜町　☎ 56−3260

医

薬

医
歯

薬
保
いき
ふれ
豊福

共福
働
常
柞

愛

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室��
働く婦人の家
常磐総合コミュニティセンター
柞田公民館
伊吹公民館

愛育会行事

伊

大西病院

ヤマニ薬局

姫浜調剤薬局

茂西町　☎25−3291

昭和町　☎23−0502

豊浜町　☎52−1733

医

薬

冨士クリニック

ひまわり調剤薬局春日

第健調剤薬局

観音寺町（春日）☎25−3692

観音寺町（春日）☎24−3863

豊浜町　☎56−3477

医

薬

小山医院

石川薬局

姫浜調剤薬局

村黒町　☎25−2354

観音寺町（柳）☎25−3884

豊浜町　☎52−1733

医

薬

共福

いき

愛 常

伊

（ 大 野 原 町・豊 浜 町
H１９年６月７月生まれ）

愛

要予約

いき

ふれ

献血

いき


